
 

 

 

背景 

 従来の計画から脱皮した新しいタイプの総合計画後期基本計画の必要性 

－まちづくりのあり方自体を見直すべき時期を迎えて－ 

地方分権の一層の進展や三位一体の改革の推進をはじめ、地方自治のあらゆる分野において歴

史的な転換期が訪れており、顧客主義、成果主義への転換や、これらを含めた民間企業の経営理

念・手法の導入など、まちづくりのあり方自体を見直すべき時期を迎えています。 

このため、時代要請に即した住民満足度の高い新たなまちづくりを進めるためには、ベンチマ

ークの設定など具体的な評価指標と行政評価の仕組み等、最新のまちづくり手法と連動した、従

来の計画から脱皮した新しいタイプの総合計画後期基本計画が必要です。 

 

 自立の道を選んだ市町村にとっての総合計画後期基本計画の早急な策定の必要性 

－自律・自立のための全行政施策の見直しのために－ 

平成の大合併が大詰めを迎えていますが、自立の道を選んだ市町村も数多くあります。特にこ

うした市町村は、三位一体の改革に伴う地方交付税や補助金の大幅な減額による極めて厳しい財

政状況を十分に踏まえ、前期基本計画に掲げられているすべての行政施策を、住民の視点に立っ

て評価しながら根本的に見直すとともに、税の増収や経費削減に直結する真の自律・自立に向け

た計画づくりを行うことが強く求められ、総合計画後期基本計画の早急な策定が必要となってい

ます。 

 

視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間経営手

法導入の視

点に立った

計画づくり 

地域特性を生

かしたこだわ

りのある計画

づくり 

新たな後期基本計画策定

における３つの視点

●形だけではない真の住民参画・職員参

画の確保、住民と行政との協働による

政策形成とそのプロセスの公表 

●子どもも含めたすべての住民に「わか

る」計画づくり 

参画型（住民・

職員）の開かれ

た計画づくり
視点１ 

視点２ 視点３

 
●詳細な現状分析・評価と多様な将来シミュレーション・
推計の実施 
●ベンチマークの設定とその実現に向けた戦略計画の立案
●点検・評価、見直しの枠組み強化による行政評価システ
ムの確立と運用、財政運営との連動・一体化 

●特性・長所を伸ばすプラス志向のこだわりのあるま

ちづくりストーリーの設定 

●地域資源に立脚した独自性ある重点的・戦略的プロ

ジェクトの発掘と計画化 
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ステップ 

総合計画後期基本計画は、原則としておよそ2年間をかけ、次のステップに沿って策定しますが、

部分的な調査・策定支援や短期間での策定支援、住民参画・協働プランニングを充実させた策定支

援、職員参画・意識高揚を重視した策定支援など、各自治体の実情に基づくさまざまな要請に即し

た支援が可能です。 

ステップ 内容 成果イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査 

結果報告書 
前期基本計画

点検・評価 

報告書 

将来シミュレーション 

・推計結果報告書 

ワークショップ 

 

後期基本計画 

検討原案 

ステップ１ 

ステップ２ 

ステップ３ 

 
○○○総合計画
後期基本計画 

 
 

ステップ４ 
■基礎調査と前期基本計画の達成度 

調査の実施 

○基礎データ・資料の収集・分析 

○現地調査の実施 

○アンケート調査の実施 

○トップインタビューの実施 

○各課ヒアリングの実施 

○前期基本計画達成度調査の実施 

○ワークショップ、住民座談会等の

実施支援 

○将来シミュレーション・推計の実施

 

■基本構想の点検 

○基本構想の点検と必要に応じた見

直しの実施 

 

 

■後期基本計画検討原案の策定 

○後期基本計画に掲げる施策・事業調

査、ベンチマーク設定支援の実施

○後期基本計画検討原案の策定 

○各課ヒアリングの実施 

 

■計画全体の調整作業の実施 

○計画案に関するパブリックコメン

トの実施支援 

○計画案全体の補修正作業の実施 

○計画図書及びダイジェスト版の 
作製支援 
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